
  

環境アニメイティッドやおは、
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平 
河内の風 

    

みんなの思いを込めた 

「河内の風」 とは 

挨拶 ｢河内の風｣100号を祝って 

あなたが創る未来の八尾 

   文～弥生時代は潟や湖であった河内※、奈良時代 
   は大和政権の舞台となってさまざまなドラマが展
開された八尾。「河内の風」は、歴史と文化が豊かに息
づくこの河内、八尾の地域に愛着を持ち（河内）、環境
を保全する取組を発信しよう（風）という意味から、広
報紙の表題に選定したものです。 
 表題を決めるまでに1～2か月熟考しました。「この八
尾市域で活動する環境アニメイティッドやおに相応しい
名称は？」と同僚に投げかけたり、「河内ことば」でヒ
ントを得ようと何度もインターネットを検索しました。
最終的に「河内の風」にたどり着き、運営委員会でさら
に練って「い～わ 河内の風」となりました。（2012年3
月の第81号まで使用した「い～わ」の部分にはエコロ
ジー、交流、八尾等々の意味合いが含まれていました）  
 八尾市には都会に接して高安山・里山がありますが、
これは自然と歴史の宝庫ともいえるものです。この高安
山・里山を抱えた八尾で、今後とも環境保全の爽やかな
風を送付、広報し続けていきたいものです。     

縄    

河内の風 
い～わ 

   が、「い～わ 河内の風」を本格的に 

   手にし始めたのは、毎月の運営会議に参

加する途次、近鉄八尾駅改札口に置かれていた

広報紙との出会いでした。以来、改札口を通る

たびに探すことが習慣になっていました。 

 毎号、一色刷りですが、環境アニメイティッ

ドやおのホームページではカラーで見ることが

できます。 

 「い～わ 河内の風」から「河内の風」に

なって刷新された紙面構成は、今まで以上に八

尾市内の様々な環境活動を伝えています。 

 読者の皆様には、紙面に掲載されている活動

のどれか一つにでも参加していただければと

願っています。「あなたが創る未来の八尾」に

きっと出会うことができます。 

 

（環境アニメイティッドやお代表 橋本 久） 

私 

必見！ホームページのカラー版 

◆ 2005年5月の創刊時 

◆ 2005年7月3号から 

◆ 2006年2月 
第10号から登場 

◆ 2008年7月第39号から2012年3月第81号まで 

キャッチフレーズ 
・高安山は やおの里山 みんなの恋人 
・みどりいっぱい 元気いっぱい 八尾の里山 

◆ 2012年4月第82号から 

◆ 2005年6月 
第2号から登場 

   報紙「河内の風」も、ついに100号を発 

   行。年数にして8年5カ月、まさしく「継

続は力なり」ですね。 

 広報委員会の皆さんのご尽力と、多くの方の

サポートがあってこその100号です。 

 情報があふれ過ぎている時代に、広報紙が果

たす一番の役割は、その時の活動や情報を記録

し、保存することにあると思います。発行を継

続することで、保存する活動や情報が積み重

なっていく。その積み重ねこそが、「河内の

風」最大の価値ではないでしょうか？ 

 次は200号を目指して、広報紙に載せられる

ような、皆さんから「い～わ」と言われる活動

を続けていきたいですね。 

 

 

 （環境アニメイティッドや事務局長 太田 博之） 

広 

継続は力なり！次は200号へ 

※河内（かわち）… 

「かわち」は川の内側、川のあるところなどの意味があったとされている。 
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 最近では、毎年カラー版で発行されることが定

着してきた「いきいき八尾環境フェスティバル特

集号」が始まったのは、2009年12月。この年の特

集号の表紙は、フェスティバルのいろいろな写真

を組み合わせて、フェスティバルの雰囲気が伝わ

るように工夫をされています。 

 その次に特集号が発行されたのは、2011年12月。

この年は、2012年度から広報紙をリニューアルす

るに当たり、試しに新デザインで特集号を発行し

ました。そのため、この特集号だけ、新しいデザ

インで「い～わ 河内の風」というタイトルになっ

ています。 

 2012年度の特集号では、会場も西武八尾店を中

心に、大阪経済法科大学八尾駅前キャンパス、ア

リオ八尾の三拠点に変更し、学生事務局という新

たな取組みも始まり、紙面が大きく変わりました。 

 第100号を迎え、今年のフェスティバルもいよい

よそこまで迫っています。「河内の風」の歴史と

ともに歩んできた「いきいき八尾環境フェスティ

バル」。今年は、10月27日（日）に西武八尾店を

中心に開催します。ぜひ、お越しいただいて実際

に体感してください。 

   きいき八尾環境フェスティバルの記事 

   が初めて広報紙に掲載されたのは、なん

と第2号（2005年6月発行）。創刊号の次の号か

ら掲載が始まりました。 

 最初の記事では、まだ「いきいき八尾環境

フェスティバル」というタイトルは出てこず、

「11月のイベント」という名称で書かれていま

す。第１回フェスティバルの企画の案が書かれ

ていて、これから始まるという当時の雰囲気が

伝わってきます。 

 第7号（2005年11月発行）、第8号（2005年12

月発行）では、フェスティバルの内容一色に。

これが、現在のいきいき八尾環境フェスティバ

ル特集号の原型になったように感じます。 

 その後、毎年秋になるとフェスティバルの記

事で広報紙が賑わいます。第42号（2008年12月

発行）では、2013年度のシリーズを連載してく

れている、ECO～る∞KEIHOの学生さんたちの

フェスティバルでの活躍が大きく取り上げられ

ています。 

3 

環境 
フェス 

環境アニメイティッドやお 

い 
フェスティバル特集号（2009年12月発行） 

第78号（2011年12月発行） 

今年は１０月２７日（日）に開催！ 

いきいき八尾環境フェスティバル 

エ コ け い ほ う 
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平 
O-KES 

    

大阪環境 
マネジメントシステム 

ニッポンバラタナゴ保全活動 

   -KESは、京都KES（Kyoto Enviromental  
   Management System Standard）が国際標
準化機構（ISO）の策定する環境マネジメント
システムに準じて簡略化したものの八尾版（大
阪版）です。2013年3月現在31事業所が加入。 
 O-KES加入企業についてはシリーズで紹介し
てきました。（2010年6月号・第60号以降、お
よび2011年6月号・第72号以降）このシリーズ
をご覧いただくと八尾で環境に配慮した企業運
営をしている企業の現状や想いがよく伝わって
きます。 
 また、このO-KESを運営するNPO法人グラウン
ドワーク八尾についても、その事業概要（2009
年8月号第50号）、八尾市立リサイクルセン
ター・学習プラザ「めぐる」の指定管理者とし
ての事業計画（2013年3月号・第93号）その他
を広報してきました。  
             

Ｏ    

   滅危惧種であるニッポンバラタナゴは小 
   川やため池など身近なところにすんでい
た美しいコイ科の淡水魚です。八尾市では“キ
ンタイ”と呼ばれ、親しまれてきました。 
 このニッポンバラタナゴの生態調査と保全を
するために、NPO法人ニッポンバラタナゴ高安研
究会をはじめ、たくさんの人たちが高安山の保
護池や大阪経済法科大学内にある「ふれあい
池」においてさまざまな活動をし、成果を出し
てきました。 
 
繁殖成功､ユネスコ未来遺産に大阪府内初登録！ 
 第66号（2010年12月発行）では、ニッポンバ
ラタナゴが約20,000尾、タナゴの繁殖に大きく
関わるドブ貝が3,000個体まで繁殖したと紹介さ
れています。 
 この繁殖を実現した大きな活動が、｢ドビ流し
（池干し）｣です。第42号（2008年12月発行）で
はふれあい池でドビ流しが行われたことが紹介
されています。 

 このドビ流しの継承が、日本ユネスコ協会連
盟のプロジェクト未来遺産に。大阪府内で初め
て登録された記事は第80号（2012年2月発行）
に紹介されました。 
 これからもニッポンバラタナゴの保全活動か
ら目が離せません。 

第60号（2010年6月発行） 

絶    
第80号（2012年2月発行） 

八尾をどっぷり楽しむ環境情報マガジン 
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歴史 
楽校 

自然 
楽校 

環境アニメイティッドやお 

八尾の自然を発見する場所 

高安の森 自然楽校 

八尾の歴史を体験する場所 

八尾ふるさと 歴史楽校 

   成19年に開講し、今年で7年目を迎える 
   自然楽校。 
 
・活動するリーダーの育成 
・自然環境を守る 
・高安山の森林整備 
 
を目的に様々な取組みを実施してきました。 
 基礎的なこととして、高安山のことを知るた
めに、地図の読み方や森林の仕組み・働きを学
びます。さらに、子どもたちへ自然と触れ合う
大切さを学んでもらう企画立案者となるために、
自然の材料を活かしたネイチャークラフト作り
も学んできました。 
 また、次世代の担い役として、大阪経済法科
大学の学生さんにも、楽音寺森林整備を体験し
てもらいながら、自然環境について考えてもら
う機会を提供してきました。    

 自然楽校の取組みについては、シリーズで一
年を通して紹介してきました。 
 開講して7年。修了した卒業生が今では指導
役として育ちつつあり、さらに、この活動が広
がっていくことを期待しています。        
             

平 

   史楽校が初めて河内の風に登場したのは、 
   第35号（2008年5月発行）。 
 記念すべき最初のコースは、大窪公園（御祖神
社跡）からおと越え道を歩くコースでした。参加
人数は27名。今でも、毎回30名から50名程度の参
加があります。 
 第46号（2009年4月発行）では、年間計画が掲載
されているのですが、その中でも自然楽校との協
働企画として「地図の読み方と歴史」が目を引き
ます。また、現在では200円の参加費をいただいて
いる歴史楽校ですが、当初は無料でした。しかし、
有料にしたにも関わらず、人数が減ることもなく、
安定した人気企画となっています。 
 そんな過去から現在にかけての試行錯誤が、広
報紙を読み返すと伝わってきます。 
 2012年度には、1年間のシリーズを「河内の風」
で掲載いたしました。記事の内容は、どの掲載記
事にも負けない内容の濃さがあり、歴史好きには
たま 

歴    

らないシリーズです。 
 まだ読まれていない方は、ホームページ
からシリーズを読み返してみてください。
これまで見逃していたかもしれない、八尾
の魅力がたくさん発見できます。 

第57号（2010年3月発行） 

第82号（2012年4月発行） 

みおや 



掲載号 シ リ ー ズ 記 事 執 筆 者 内  容 

24号～38号 「スキです。高安山」 坂上 弘子さん 高安山にまつわる話がいっぱい 
おと越え、そばふり山等 

41号～59号 「高安山は世界の植物園」 齊藤 侊三さん 
高安山は植物の宝庫、名前の由来
や生育の様子を紹介 
ユリノキ、イチョウ等 

60号～69号 「ご当地食材でクッキング」 石黒 美喜さん 
地元で取れた旬の野菜を使った料
理集（枝豆入りごもく寿司・若ご
ぼうの磯辺巻き等） 

60号～81号 「八尾のＫＥＳ企業」 17社の企業 会社概要と環境への取組を紹介 

71号～81号 「八尾の川と水のお話」 美濃原 弥恵さん 恩智川、平野川、楠根川、長瀬川、
玉串川、せせらぎの小路 

82号～92号 「歴史楽校」 
二保 泰士さん他

※ 

八尾の歴史を訪ねて歩きました 
大窪・神立の古墳、由義宮等 

82号～92号 「自然楽校」 齊藤 侊三さん 毎月の活動の様子を報告 
野鳥の観察、苔玉作り等 

94号～ 

  連載中 
「学校ビオトープ」 塚口 倫生さん 

八尾北高等学校のグラウンドが 
ビオトープに変わるまで 

94号～ 

  連載中 
「ＥＣＯ～る∞ＫＥＩＨＯ」 白川 雄基さん他 

環境保全の取組みを紹介（ニッポ
ンバラタナゴ・ホタルを守る取組
みなど） 
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学校 
ビオトープ 

整備から体験交流会へ 

八尾北高等学校ビオトープ 

   境アニメイティッドやおとのつながりが 
   できたのは、八尾北高等学校が「いきい
き八尾環境フェスティバル2005」の高校生環境
サミットに、「福祉マップづくり」で参加した
ことからです。 
 2007年から、地域・学校連携のビオトープづ
くりが始まりました。(第23号2007年5月発行) 
 第二グラウンドに菜園ゾーン、果樹ゾーンを
作り、2008年には水辺ゾーンができ、2009年に
は芝生ゾーンやログハウスも出来上がりました。
(第44号2009年4月発行） 
 ビオトープづくりの中で、あらたに「八尾の
食文化を考える会」とのつながりもでき、「学
校ビオトープづくり＆八尾の食文化体験交流
会」という新しい企画が生まれました。この企
画は、2007年の10月から年3回のペースで実施
されており、2013年3月で通算17回目を数えま
した。 
 広報紙では、体験交流会の記事が第39号
(2008年9月発行)に初めて掲載され、その後、 

交流会案内記事とともに17回登場しました。第
94号(2013年4月発行)からは、シリーズとして
ビオトープづくりと交流会や今後の課題などを
連載しています。  

環 
第77号（2011年11月発行） 

※ 松江信一さん、田村直行さん、桝井幸助さん、常谷伸之さん、嵜本和臣さん、高井雅弘さん、米田宏さん 

シリーズ 
「河内の風」では、第24号から毎年、シリーズとして年間を通して様々な取組を紹
介してきました。これまで下記のようなシリーズを連載してきました。 
過去のシリーズは環境アニメイティッドやおのホームページからご覧いただけます。 

八尾をどっぷり楽しむ環境情報マガジン 
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エコ 
豆知識 

お店 
紹介 

環境アニメイティッドやお 

生活に便利な豆知識 

エコ豆知識 

   コ豆知識は、身近な生活の中で知っ 
   ておくと便利で役立ち、しかも、エ
コなものを集めました。 
 第46号から第81号までは、八尾の食文化
を考える会の石黒美喜さんが担当。家庭で
すぐにできるエコな取組みについてわかり
やすく伝えてくれました。 
 読み返してみると知っているようで 
意外と知らないことがいっぱい。 
 表紙を見て気軽に読んで頂けるよう、 
簡潔な文章でまとめています。 
 今すぐ実行できることもたくさん 
あります。 
 これを読んで、あなたもエコの達人に！ 

リニューアルした第82号（2012年4月）から登場 

八尾のおいしいお店を再発見！ 

   尾市は大都市である大阪市と隣接しています 
   が、都市部にも関わらず実は農業が盛んなま
ちです。 
 葉もの野菜等、様々な農産物が栽培されており、
特に八尾えだまめと八尾若ごぼうは「大阪産（おお
さかもん）」に認定されて有名です。お刺身の添え
物として使用される「紅たで」も、近畿一の産地
で、特産物となっています。 
 そんな地域性もあり、八尾にはおいしいお店がた
くさんあります。このコーナーでは、そんな八尾の
おいしいお店を紹介し、「食べる」楽しみを通じ
て、八尾の魅力を再発見してもらいたいと思ってい
ます。 
 今まで、「八尾バル」（＝八尾のおいしい農産物
とよりすぐりのお店を結んだ地産地食、飲み食べ歩
きイベント）に参加いただいてるお店から合計9店
舗を紹介してきました。 
 「わざわざ大阪市街へ出かける必要はない、おい
しいものは八尾市内で味わえる」そんな八尾のお店
の魅力を、これからもみなさんにお届けしていきま
す。             

八 

エ 

第66号(2010年12月) 

掲載号 店舗名 

82 カフェ＆オムライス ライラック 

85 長屋カフェ KUKURU 

87 Lammock cafe Lofton warehouse 

89 手打ちそば 楠喜 

92 うまい野菜とお酒がいっぱい 和っか 

93 cafe Cosmos 

95 CAFFE BOURBON 

96 ダイドコ帖 

99 CAFE Berry 

第36号（2008年6月）から表紙に登場 
第81号（2012年3月）まで掲載しました 

べに 
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市民 
環境講座 

    

「講義型」だけでなく、「体験型」も 

市民環境講座 

環境活動 
支援金 

   民環境講座が記事として初めて掲載され 
   たのは第4号（2005年8月発行）で、内容
は「あそび心のまちづくり」と題して平野町・
町ぐるみ博物館の取組についてでした。 
 この頃の市民環境講座は、どちらかというと
「講義型」で広く一般市民向けでした。 
 第66号（2010年12月発行）には「家計と環境
にエ～コとしませんか？聞いてトクするエコ講
座」が掲載されており、主婦層に向けた環境講
座も開催していたことが分かります。 
 現在の市民環境講座は「体験型」で、小さい
お子さんや親子など誰でも楽しめる内容であっ
たり、外部から講師をお招きしたりなど多様で
面白い企画を行っています。このターニングポ
イントが記事として記載されているのは第72号
（2011年6月発行）でした。 
 第73号（2011年7月発行）では「自然再生学
会の傍聴とニッポンバラタナゴの観察」、第79
号（2012年1月発行）では「シャープ株式会社
八尾工場の見学」が掲載されました。 

 これからも楽しく学べる講座を企画しますので、
是非注目してみてください。 

市 第79号（2012年1月発行） 

2005年度  
①緑の少年団 いちょう 
②畑で育て!!おひさまっこ♪子♪己.ＣＯ 
③エコライフスタイルグループ 
④ＮＰＯ法人 やお市民活動ネットワーク 
⑤親と子のいんたーねっとＹＡＯ 

2009年度  
① ＮＰＯ法人 自然環境会議八尾 
② 大阪府立八尾高等学校生徒会 
③ ＥＣＯ～る∞ＫＥＩＨＯ 

2006年度  
①ＮＰＯ法人 ＫＡＲＡＬＩＮ 
②大阪森林インストラクター会 阪奈会 
③刑部緑の会 
④八尾の食文化を考える会 
⑤元気の種とどけ隊 

2007年度  
① 八尾奥様フォーラム 
② 売る声人 
③ 社会福祉法人 ポポロの会 後援会 
④ 大阪府立八尾高等学校文化祭実行委員会 
⑤ 生活科学研究所 菜の花プロジェクト八尾 

2008年度  
① 大阪府立八尾高等学校生徒会 
② うどん文化交流会 
③ 高安山エコミュージアム研究会 
④ 地球環境戦隊ゴミレンジャー 
⑤ 社会福祉法人 ポポロの会 後援会 

2010年度  
①学校ビオトープ研究会 
②ＮＰＯ法人 八尾市活き活き会議 
③ＭＯＲＥandＭＯＲＥ 
④大阪府立八尾高等学校生徒会 

2011年度  
①学校ビオトープ研究会 
②美園エコクラブ 
③一般社団法人 ＡＮＳＨＩＮＨ 
④ＭＯＲＥandＭＯＲＥ 
⑤八尾ツイッタ―ミーティング 

2012年度  
①エコ・ＭＩＳＯＮＯ 
②八尾タイ環境絵画交流委員会 

各
年
度
の
支
援
金
交
付
団
体 

八尾をどっぷり楽しむ環境情報マガジン 
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活動 
紹介 

活動団体紹介③ 

八尾バル実行委員会 

   クアフレンズは、八尾市生活排水アドバ 
   イザーの経験者を中心に結成された水辺
環境づくりの団体であり、生活排水対策、水辺
環境づくり、環境啓発イベント、環境学習支援
等々に取り組んでいます。 
 各年度の取組みが『アクアだより』として報
告されています。 
 広報紙では、「八尾の川と水路のお話」とい
うテーマでシリーズで掲載されました（2011年
5月号・第71号以降）。ここで取り挙げられて
いる川は、大和川、恩智川、平野川、楠根川、
長瀬川、玉串川、成法せせらぎの小径などの水
路です。 
 私たちの身近に実はたくさんある川。このシ
リーズを読んで八尾の川を改めて知ってみてく
ださい。 

ア 

シリーズ「八尾の川と水路のお話」 
として第71号から登場 

   コ・MISONOは、八尾市立美園小学校の教 
   諭、職員、保護者等々でつくられている
環境保全・学習団体です。 
 エコキャンプの取組みが環境省関連事業のこ
どもエコクラブ活動として紹介されるなど、以
前から環境学習に取組まれていました。 
  環境アニメイティッドやおとの関係では、楽
しい環境活動支援金を2011年度に雨水タンクの
設置・活用で、また2012年度にはニッポンバラ
タナゴの保護池づくりで受理され、活動を推進
されています（2012年8月号・第86号）。 
 2013年度はニッポンバラタナゴの保護池の周
りのビオトープ化に取り組まれ、更に進化をさ
れています。 

エ 

2011年度から2013年度に環境活動 
支援金を受ける 

   尾バルは、八尾を盛り上げたいとの思い 
   から、実行委員会形式で年に2回ほど取
組まれている地産地食の飲み歩きのイベントで
す。提携先の飲食店に八尾特産の若ごぼうや八
尾えだまめなどを使用した一品を提供してもら
います。 
  地元の食材を活用することは、地元の旬のお
いしさを味わいつつ、飲食店と参加者がともに
地元を改めて認識することになり、外部からの
食材搬入による二酸化炭素の抑制にもなりま
す。（地産地消） 
 八尾バルは近鉄八尾駅や河内山本駅近辺の飲
食店と提携して行われ、広報紙の紙面を何度か
飾ってもらいました（2012年7月号・第85号、
2013年4月号・第94号）。 

八 

第85号(2012年7月発行)に初登場！ 

活動団体紹介① 

アクアフレンズ 
活動団体紹介② 

エコ・MISONO 
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イー 
コラム 

ホーム 
ページ 

「Ｅ－column」は、市民の方に環境について 

自由に書いていただいた記事を掲載したコーナーです。 

35号「資源循環型社会をめざす」  宮川 晃 さん 
36号「食と暮らしを考える」    徳山 吉令さん 
37号「ごみ問題との出会いから改善策まで」 浜田 典弥さん 
38号「身近なエコを考えてみませんか」 二葉登代子さん 
39号「ヒートアイランドと農業用水」美濃原弥恵さん 
40号「水害と利水」        高山 晴行さん 
41号「リサイクルよりリユース」  西村 優子さん 
42号「ＥＭで川の水がすきとおる」 梅村 昌子さん 
43号「豊かな自然を次世代に」   岸  隆美さん 
44号「環境家計簿のすすめ」    松井容貴子さん 
45号「ゴーヤで作るグリーンカーテン」 桑野 弘二さん 
47号「体にいいもの・美味しいもの」松村 景子さん 
48号「自分の体と心を大切に」   河村以久子さん 
49号「自分環境」         齊藤 由香さん 
50号「エコライフとは」      Ｎ・Ｋ  さん 
51号「エコロジーはマイエチケット」堀江 利代さん 
52号「身近なエコライフ」     松下保津美さん 
53号「ごみ分別が始まった」    谷  睦美さん 
54号「便利すぎる生活ご用心！」  米澤 淳子さん 
55号「体もエコ、心もエコに」   井藤 和枝さん 
56号「もったいない、もったいない」荒牧 妙子さん 
57号「エコ改革」         竹本 信子さん 
58号「エコロジー」        山田 哲生さん 
59号「環境問題について」     安井 英夫さん 
60号「自転車」          中川 忠 さん 
61号「どうしたらいいの？」    高市香緒里さん 
62号「私にとってのエコって・・」 藤井 祐子さん 
63号「私にできるのは・・・」   小澤 克人さん 
64号「飲もうよ水道水！」     小澤 克人さん 
65号「着物でエコ環境を」     光岡 夏子さん    

66号「エコ文化～若い世代へ」   藤井 麻衣さん 
67号「絵本からプチ・エコへ」    古城戸季世子さん 

                 槙野祐美子さん 
68号「どんなことでもプチ・エコ」 伊藤 裕美さん 
69号「私にできるエコ生活」    網谷 英子さん 
70号「直観的な取り組みでいいの？」山田 幸和さん 
71号「私の環境アメニティ」    川合 邦子さん 
72号「震災、そして環境問題へ」  永田 明美さん
73号「ナチュラルな生き方」    大森 靖彦さん 
74号「エコキャップ運動を共に」  大東 清孝さん 
75号「エコおもちゃ」       井上日出美さん 
76号「エコ活動のすすめ」     中野 照子さん 
77号「節電もひと工夫で」     吉川志津子さん 
79号「生姜で体ぽかぽか」     飯田しずかさん 
80号「地球にやさしいって？」   松井千代美さん 
81号「何事も一歩ずつ」      田中富美江さん 
82号「断捨離」          加仲 紘子さん 
83号「ごみ問題について考える」  小松 照明さん 
84号「ごみ問題について考える」  久保るりみさん 
85号「まちの緑化」        柳谷 裕子さん 
86号「近隣の清掃」        尾上 民 さん 
87号「ゴーヤの天然すだれ」    多田喜代美さん 
89号「極力洗剤を使わない暮らし」 中本 悦子さん 
92号「自然のままがいい」     板倉 貞子さん 
93号「ちょっとした心がけ！」   荒川 幸代さん 
94号「家庭でできることは」    溝口 充枝さん 
95号「未来の子どもたちのために」 伊藤富佐子さん 
96号「恩智川からの贈り物」    潤田 久志さん 
97号「心がけひとつで日々の生活にeco」井本 博美さん 
98号「当たり前のことを楽しみながら」 奥村 倫子さん 
99号「今昔変貌の風」         田鶴 忠男さん 

35号～ 

ホームページからカラー版が
見られます 

アニメイティッドやお 

 
検索 

http://www.eco-ani-yao.org/ 

   報委員会が中心となって、2012年に環境アニ 
   メイティッドやおのホームページがリニュー
アルオープンしました。八尾の環境活動の最新の情
報がホームページから見ることができます。 
 そして、毎月モノクロ版で発行しているこの「河
内の風」もカラー版で見ることができます。 
 100号記念号をご覧になって、「最初から読み返し
てみたい…」と思った方もホームページでは創刊号
からの「河内の風」がすべてご覧いただけます。 
 まずは、「アニメイティッドやお」で検索を！ 

広 

八尾をどっぷり楽しむ環境情報マガジン 



他地域での取組みの紹介も 高橋 慎二さん 
 

 「河内の風」では八尾での環境に対する取組みが毎
月詳細に紹介されており、通読すれば、八尾での環境
に対する意識と取組みが実感できる内容になっている
と思います。 
 課題として、内容では、八尾の取組に刺激を与える
ために、他地域での先進的な環境に対する取組みを紹
介する記事を掲載すること、広報紙をもっと市民の皆
様に知ってもらうために、「河内の風」を入手できる
場所を拡大することが必要だと思います。 

里山のある地域での取組み 深尾 健造さん 
 

 大都市近郊に里山があるというぜい沢を「河内の

風」が届く度に気付かされています。 

 最近、ある本を読んでいると「里山資本主義」とい

う言葉があることを知りました。さっそく検索してみ

ると、NHK広島局制作の「里山資本主義シリーズ」と

して放映されたものがありました。 

 番組内容の動画もあり、身近な日常生活圏で食料や

エネルギーや福祉などのあり方を具体的に考え実践す

ることがとても重要で、いくつもの先進事例が生まれ

ていることも紹介されています。 

 グローバル化する世界で次世代にまともな地球環境

を引き継ぐために何が出来るか、地域社会の中で考え

実践する糸口を「河内の風」がつくってきたのだと思

います。 

読者の
声 

「河内の風」さん、ありがとう 松井千代美さん 
 
 知人に誘われ、高安山の自然と歴史に触れたいと環境アニメイティッドやおの会員
になったものの、入会後体調を崩し、ともすれば薄れがちな環境への関心をつなぎ止
めてくれたのが「河内の風」でした。 
 8年にも及ぶ通信は、高安山の環境保全のみならず、市内の史跡めぐり、工場見学な
どの活動を知らせてくれ、学校・市民グループや個人の、八尾市を取り巻く環境への
関心の高さをうかがい知ることが出来ました。 
 様々な活動情報は、あれしたい、これ行きたいとの思いを募らせてくれます。「河
内の風」さん、ありがとう。 

レイアウトの素晴らしさ 中野 照子さん 
 

 私がこの広報紙を愛読させていただき一番に思った
ことは、内容はもちろん、レイアウトの素晴らしさで
した。 
 最近、地域のコミュニティセンターに置いてありま
すので、１人でも多くの方々に八尾の環境活動の様子
等を知っていただきたく、知人にも薦めております。
ただ、主婦の立場から毎回楽しみにしていた「エコ豆
知識」の欄がなくなり、少し寂しいです。 
 広報委員会のみなさん、今後ともよろしくお願いし
ます。 

八尾市が好きになるような情報誌に 前川 富昭さん 
 
 自然楽校には年配の方が多く、40歳を過ぎた私でも

若者になり、娘（小5と小2）たちは、毎回参加されて

いる方々から孫のように可愛がられています。  

 さて、「河内の風」は自然楽校に参加するように

なってから拝読しています。八尾の情報が分かり易く

紹介されているので読みやすく、私たちが参加したイ

ベント等の記事は娘たちにも教えてあげて家族で楽し

みながら読んでいます。 

 これからも200号、300号と続けていただき、八尾市

民が八尾市のことに詳しくなり、もっと八尾市が好き

になるような情報誌になるよう期待しております。  

様々な団体の活動が紹介  米田 宏さん 
  

 私は暗記物としての歴史は嫌いですが、考古学には

興味がありました。古代高安城の遺跡発見を知り、山

登りも好きでしたので、当時の「高安城を探る会」に

入りました。 

 以来30年余、高安山の南北の山並みや信貴山を始め

東の奈良県側も歩き、山の状態の変化を見てきまし

た。それで歴史楽校にも関係するようになったので

す。 

 「河内の風」でいろいろな団体が活動されているの

を知る事ができます。歴史的遺産としての環境、自然

の環境が守られていく事を願っています。 

タイトルと企画に関心 桝井 幸助さん 
 

 タイトル「河内の風」すがすがしい風がイメージさ
れ躍動的です。副題の「どっぷり楽しむ」もいい。環
境の課題に取り組む先進性とネーミングがマッチし、
風を起こす勢いを感じます。 
 最近では次のシリーズ企画などが印象に残ります。
「八尾の川と水路のお話」玉串川の桜や長瀬川ウォー
クも取り上げられ、また、水路を追って歩くのも八尾
の魅力発見になるかもと述べられています。 
 「エコな八尾のお店紹介」ぶらりと訪ねる楽しみが
あります。活動情報の頁に「参加者募集」の文字（歴
史楽校や自然楽校など）。 
 これらの活動に参加すると素晴らしい一日になると
思います。 
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環境アニメイティッドやお 

事 務 局 
 
 「河内の風」は、広報委員が中心となって毎月の 

構成を考え、記事の執筆を依頼し、集まった記事を編集しています。実は事務局でも、読者の皆様と同じように、

編集をしながら八尾についての新たな発見がたくさんあります。 

 これからも、みなさんから届く記事を楽しみに、編集をしていきたいと思っています。 



お問合せ先 
環境アニメイティッドやお事務局(八尾市環境保全課） 
TEL   072-924-9359    FAX  072-924-0182 
Mail  info@eco-ani-yao.org 

枡谷：まず初めに広報紙はどのようにできていったん 

   ですか？ 

東郷：環境アニメイティッドやお（以下「環境アニメ」 

   と略記）の活動を知ってもらいたいという思い 

   が始まりです。 

奥本：環境アニメは、八尾で環境活動をしている市民 

   団体や企業、教育機関などの集まりです。 

   だから、広報紙もその活動を順に掲載し、市民 

   に知ってもらうというのが目的でした。 

   その活動が広がり、広報紙の内容も徐々に盛り 

   だくさんになってきました。 

橋本：今では「河内の風」の読者はとても多いんじゃ 

   ないかな。 

      この手作り感のミニコミ紙、決してきれいでは 

   ないけど、だからこそ人の目にとまりやすい。 

   自信を持って、大きな力を持っている広報紙と 

   言えるようになりました。 

奥本：FMちゃおが広報委員会に入ってくれていること 

   も大きいですね。 

枡谷：じゃあ、八尾市では「河内の風」を通して、環 

   境活動が広まっているんですね。 

東郷：ある程度はね。でも、どれぐらい読まれている 

   か確実な反応はないんです。 

岡見：そうですね。でも以前に、歴史楽校の記事で 

   「年号が間違えてます」っていうご連絡をいた 

   だいたんですよね。本当はダメなことなんです 

   がそこまで細かく読んでくれているんだって思 

   いました。 

東郷：鈴木さん、FMちゃおさんはなぜ広報委員会に？ 

鈴木：環境アニメが動くところは情報が動くんです。 

           情報源をまずは押さえ、ネットワークも考えな 

           いといけないと思ってます。 

   今まで環境の分野って見えにくかったんです。 

   でも広報委員会に入ることで、環境アニメ会員みな 

   さんの普段の活動が目に見えてわかるようになりま 

   した。そうなると、逆にうち（FMちゃお）がイベン 

   ト取材などでつながりのあるJAさんや八尾市農業委 

   員会さんの動きと合わせて、「この団体ととこの団 

   体をつなげたら面白いかも？」とかわかるんですよ。 

東郷：なるほど。あと前に広報委員会は事務局機能を持っ 

   ているんだという話を聞いたことがあります。 

   確かに、環境アニメの現状や未来を知らなければ記 

   事にできないわけで。 

橋本：ある意味、先取りをして、運営会議にこういう風   

   に動いて欲しいと指示も出せるわけですね。 

東郷：そのあたりが面白いところですね。 

枡谷：ありがとうございます、東郷広報委員長、最後に 

   河内の風って一言で言うと？ 

東郷：「環境の風を吹かせる」ってことかな。 

■ 「河内の風」の未来 
「河内の風」を通して、 
 ・自分にできること、自分がしたいこと 
 ・河内の風に求められていること 
をテーマにワークショップを実施、これからの河内の風の
役割について、いくつかのキーワードが見えてきました。 

活動 
紹介 

第１日曜日 

高安山 
自然再生定期活動 

参加者 
募集 

第４木曜日 
楽音寺 
森林整備活動 

参加者 
募集 

第１金曜日 

広報紙印刷＆広報委員会 
※変動する場合があります。 

第４土曜日 
高安の森 
自然楽校 

参加者 
募集 

第３土曜日 
八尾ふるさと 
歴史楽校 

参加者 
募集 

第４月曜日 
FMちゃおの放送 
「情報プラザやお」 
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会員 
募集 

広 
    報委員会では、「河内の風」100号の発行を迎える 

   にあたり、「今までの歩み」「未来に向けて」につ

いて、座談会を実施しました。あらためて「河内の風」の

役割を知る機会になりました。 

  

 日  時：平成25年6月19日（水） 

 参加者：橋本 久（環境アニメイティッドやお代表） 

     東郷 久 奥本 陽子 鈴木 昌宏 枡谷 郷史 

     岡見 厚志 菱井 正人（以上広報委員） 

親子で楽しみながら 
取り組める環境活動を伝える  

若い世代が 
もっと活動に参画を 

読み手と読み手を 
つなぐ広報紙に 

八尾をどっぷり楽しむ環境情報マガジン 

「河内の風」の役割 


